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　 実験

該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】工学分野の研究者・技術者として科学・技術を発展さ 歴史的建造物の保護について、保存活用計画を立てることがで
せるための幅広い見識と健全な倫理観 きるようになる。

⇔

(2)授業の概要 寺院、神社、住まい（農家・町家）、近代洋風建築、近代和風建築、近代化遺産、モダニズム建築のな
かから二つの建築（①・②）について、保護のための保存活用計画書を作成する。その際、建築が所在
する地域の現状をふまえつつ、伝統文化を発展的に継承することによって描かれる地域の未来にもとづ
いて、保存活用計画を構想する。

(3)授業計画 　第１回：［建築①］保存活用計画書の作成に関するガイダンス
　第２回：［建築①］実測調査
　第３回：［建築①］史料調査
　第４回：［建築①］聞き取り調査
　第５回：［建築①］価値に関する検討
　第６回：［建築①］価値をふまえた保存計画（方針）の検討
　第７回：［建築①］保存計画（方針）のチェック
　第８回：［建築①］価値をふまえた保存計画（設計）の検討
　第９回：［建築①］保存計画（設計）のチェック
　第10回：［建築①］地域の現状をふまえた活用計画（方針）の検討
　第11回：［建築①］活用計画（方針）のチェック
　第12回：［建築①］地域の現状をふまえた活用計画（設計）の検討
　第13回：［建築①］活用計画（設計）のチェック
　第14回：［建築①］保存活用計画書の作成
　第15回：［建築①］保存活用計画書の発表と講評
　第16回：［建築②］保存活用計画書の作成に関するガイダンス
　第17回：［建築②］実測調査
　第18回：［建築②］史料調査
　第19回：［建築②］聞き取り調査
　第20回：［建築②］価値に関する検討
　第21回：［建築②］価値をふまえた保存計画（方針）の検討
　第22回：［建築②］保存計画（方針）のチェック
　第23回：［建築②］価値をふまえた保存計画（設計）の検討
　第24回：［建築②］保存計画（設計）のチェック
　第25回：［建築②］地域の現状をふまえた活用計画（方針）の検討
　第26回：［建築②］活用計画（方針）のチェック
　第27回：［建築②］地域の現状をふまえた活用計画（設計）の検討
　第28回：［建築②］活用計画（設計）のチェック
　第29回：［建築②］保存活用計画書の作成
　第30回：［建築②］保存活用計画書の発表と講評、授業アンケート

(4)成績評価の方
法

レポート（保存活用計画書①・②）を課し、基本的内容を理解したと認められる者（レポート（保存活
用計画書①・②）において60点以上の成績）について単位を認定する。

(5)成績評価の基
準

（1）歴史的建造物の保護について理解していれば「水準にある」。（2）この基礎的知識を事例にもと
づいて理解していれば「やや上にある」。（3）歴史的建造物の価値を読み取き方を理解していれば「か
なり上にある」。（4）以上をふまえ、歴史的建造物の価値と保護のあり方を体系的に理解していれば「
卓越している」。

(6)事前事後学習
の内容

(7)履修上の注意 なし

(8)質問,相談への
対応

質問・相談にはいつでも応じる。メールでも可（hoyano@shinshu-u.ac.jp）。

(9)その他 なし

【教科書】 なし

【参考書】 指定しない


